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【目的】ガン細胞腫瘍が転移する際、腫瘍血管を通じて血流内にガン細胞が侵入・移動すること

が知られており、そのためにはガン細胞は微小血管の血管壁を通過することが必要である。 

これまでに、ガン細胞がネクロトーシスにより血管内皮細胞に間隙を生じ、その間隙から血流

内に侵入することが報告されているが*、ガン細胞の光学的観察から得られる直径より小さなサイ

ズの間隙からガン細胞が侵入する詳細なメカニズムはいまだ明らかとなっていない。 

そこで本研究では血管内皮細胞に生じた微小間隙を模倣した構造を有するマイクロ流体デバイ

スを作製し、内部で細胞培養・リアルタイム観察可能なデバイスを開発することで血管内皮細胞

の微小間隙からガン細胞が侵入するメカニズムを明らかにすることを着想した。 

マイクロ流体デバイスは、ガス透過性・生体親和性を有する材料である PDMS（Poly- 

dimethylsiloxane）で形成されたマイクロ流体デバイス内に、微小間隙模倣部分として金属メッシ

ュデバイス（Metal Mesh Device: MMD）を組み込むことで作製することとした。このMMD はニ

ッケル電鋳により作製された格子状構造であり、サブミクロンスケールで孔径、孔配置を制御可

能であり、シラン化等により容易に表面修飾が可能である性質を有している。 

今回は、細胞の微小間隙通過挙動解明のためのデバイス開発および作製した MMD 組み込み型

マイクロ流体デバイスを用いた白血病細胞株 HL-60 の微小間隙通過時挙動のリアルタイム観察を

行ったので、それを報告する。 

【実験】カッティングプロッターを用い、厚さ 55m の透明粘着テープを裁断、スライドガラス

上に貼付けすることによりマイクロ流体デバイス用モールドを作製した。 

作製したモールドに PDMS プレポリマー溶液を流し込み、焼成・離型することで PDMS製マイ

クロ流体デバイスを作製した。 

作製したマイクロ流体デバイス内に 4.5m の孔径を有する MMD を設置し、微小間隙を HL-60

細胞が通過する様子を倒立型顕微鏡によりリアルタイム観察を行った。 

【結果および考察】図 1は作製したマイクロ流体デバイスの外観写真である。また、図 2は HL-60

細胞がMMDを通過する直前と直後の倒立型顕微鏡像である。これにより、HL-60細胞が孔径 60m

の間隙に関して、変形を生じながら通過可能であることが判明した。 

詳細なデバイスの構成および通過の様子はポスターにて報告する。 
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図 1 MMD 組み込み型マイクロ流体

デバイスの外観写真 

図 2 MMD 通過前の HL-60細胞（左側）と

通過後の HL-60細胞（右側） 
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